
平成23年度 卒業研究 

選挙制度デザインにおける人口と有権者数の差異がもたらす影響について 

文教大学 情報学部 経営情報学科 根本研究室 



小選挙区比例代表並立制 

背景 

◆衆議院議院選挙制度における一票の重みの格差問題 

定数480名 

小選挙区制選挙  300名 

比例代表制選挙  180名 

全国を300区に分割 

各区で最多得票者1人を選出 

300の選挙区数の決定 

格差発生 
一票の重みの格差の問題 

一人あたりの票の重みは？ 

50万人の選挙区 25万人の選挙区 

各選挙区から選出は1人 
ギャップ 
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読売新聞（2011.2.26） 

産経新聞（2011.2.26） 

毎日新聞（2011.2.26） 

一票の重みの格差の問題 

実際に区割導出をおこなう時：国勢調査の人口 
 
 
 
マスコミ各社が格差議論をする時：有権者数 

ギャップ 

どの程度あるか？ 



発表の流れ 

 分析方法について 

  ・選挙区数決定と区割決定のルール 

  ・最適区割－既存研究に沿って－ 

 

 実験準備－データの作成－ 

 

 実験 

 

 実験結果 

 

 今後の課題 



分析方法について 

選挙区数決定と区割決定のルール 

47都道府県に1議席を事前配分（一人別枠方式）
300-47=253(議席)を人口を元に比例配分 

各都道府県内を配分された数に分割 
各都道府県の市区郡人口を利用 
（※区割決定の際のルールに従って分割） 

① 一票の重みの格差は2倍未満 

② 大都市や過小人口選挙区を除き，市区町村を分割しない 

③ 選挙区内で飛び地をつくらない 

④ 地勢，交通，歴史的沿革などを総合的に考慮する（地域の繋がりを重視） 



分析方法について 

最適区割－既存研究に沿って－ 

実際区割（2002） 最適区割（2001） 

実際区割：衆議院議員選挙区 画定審議会が審議、国会の審議を経て決定 
 
最適区割：設定した目的に対して数理的に最適な区割（根本・堀田(2010)の方法） 

モデル県において人口と有権者数それぞれを用いて最適解を算出 



隣接データ 

合併情報 
地図データの作成 

実験準備－既存研究に沿って－ 

データ準備 

人口と有権者の数 

 人口：H22年度 国勢調査速報値（総務省） 
有権者：選挙人名簿（各県選挙管理委員会） 

・当該市区町村の住基台帳に3カ月以上記載されている満20歳以上の日本国民 
・選挙権を持っていても選挙人名簿に登録されていなければ投票できない 
・市区町村の選挙管理委員会によって作成 



隣接データ 

人口と有権者の数 

実験準備－既存研究に沿って－ 

データ準備 

合併情報 
地図データの作成 

ex.宮城県の合併情報（抜粋） 
市町村合併情報(総務省)を元に地図作成 
市区郡要素を画定 

ex.宮城県気仙沼市 
（2009年9月以前） 

ex.宮城県気仙沼市 
（2009年9月以降） 



人口と有権者の数 

合併情報 
地図データの作成 

実験準備－既存研究に沿って－ 

データ準備 

隣接データ 

ex.宮城県の隣接データ 

（選挙区画定ルールより） 
地域の繋がり→隣接している市区郡で計算 

ex.宮城県の隣接グラフ 



実験 

実験の手順 

１．市区郡要素の隣接データから隣接行列を作成する 
 
２．隣接行列に各市区郡要素の人口・有権者数をそれぞれ入力する 
 
３．選挙区画定ルール②を条件として，実行可能解を数え上げる 
 
４．組合せの中から最大選挙区と最小選挙区の人口比（有権者数比）が最小になるように解く 
 
５．最適解をイラストレーターで色づけし，人口と有権者との違いを図示する 

プログラム 
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② 大都市や過小人口選挙区を除き，市区町村を分割しない 

◆過大人口市区 

  全国（または当該都道府県）選挙区平均人口の4/3倍を超える市区 

◆過小人口選挙区 

  全国（または当該都道府県）選挙区平均人口の2/3倍を下回る選挙区 

→この範囲内で実行可能解を数え上げる 
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使用ソフト：IBM ILOG CPLEX Optimization Studio（アカデミック） 

 

バージョン： 12.2 

 

問題種別 ：0-1整数計画問題 
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実験結果（宮城県） 
市区郡要素：28 
 選挙区数：6 
 
◆人口 
  lower 3.526e+5  人 
  upper 4.2007e+5 人 
  最大/最小＝1.191倍 
 
◆有権者数 
  lower 2.8424e+5 人 
  upper 3.4214e+5 人 
  最大/最小＝1.203倍 



実験結果（宮城県） 

最適区割（2011） 実際区割（2006） 



実験結果（神奈川県） 
市区郡要素：50 
 選挙区数：19 
 
◆人口 
  lower4.3294e+5 人 
  upper5.314e+5  人 
  最大/最小＝1.227倍 
 
◆有権者数 
  lower3.4228e+5 人 
  upper4.3024e+5 人 
  最大/最小＝1.257倍 



実験結果（神奈川県） 

最適区割・人口
（2011） 

最適区割・有権者
（2011） 



今後の課題 

 全都道府県において人口と有権者数との比較 

 

 来年提出される区割案と最適区割（人口・有権者）との比較 

 

 人口と有権者数の相関 

 

 衆議院議員選挙制度のデザイン 


